
 

 

 

 

 

 

 

 

1962年生まれ。東京大学文学部および教養学部卒業
学院総合文化研究科博士課程単位取得。英国
究員などを経て、文筆業。著書に『着るものがない
程式』（ともに新潮社）、『スーツの神話』（文春新書
ット・ウォラク『シャネル スタイルと人生』（文化出版局
ッグズ『イングランド社会史』（共訳、筑摩書房）、
とスーツ』（白水社）など。服飾史家・コラムニスト
誌、ウェブマガジンなど多数の媒体で連載記事
月より明治大学特任教授。

 高校生の頃は、医者になりたいと思っていた。 

 

 今から思えばおそろしく赤面ものだが、読売新聞社主催のある作文コンクール

に来てくれた記者の方にそんなふうに言って、翌日の紙面に「将来は女医さん」

しまったりもした。 

 

  なのになぜいま、こんな仕事をしているのか？ ファッションについて本やエッセイ

学入学当初には夢にも思っていなかったし、いまだって、正直、かすかに居心地

る（ファッションが大好きというわけでもないのである）。 

 

  ではなんでここにいるのか？ とあらためて考えてみると、どうやら人とのご縁

だ…というのが偽らざる思いである。 

 

  紆余曲折あって文系に転じた大学での２年めの秋、ある旅行雑誌の「女子大生

大生ブームだったのです）の仕事をすることになったのがコラムニスト業のはじまりなのだが

そんな仕業を続けながら、イギリス文化を研究するという名目で大学院に進学し

段になって、英国がらみならスーツかな、という安易な発想でテーマを選んだ。そのような

材をアカデミズムで扱うなんて、と顔をしかめる教授が多かったが、さりげなく応

た。 

 

  そのなかに、アメリカ文学者の柴田元幸先生がいた。翻訳してみますか？ と

をまる3年かけて訳したそれが『性とスーツ』という本になった。原文の文体は複

だが）、訳出に苦労したぶん、訳者あとがきは楽しんで書いた。 

 

  そのあとがきを、車雑誌「ＮＡＶＩ」の編集者が見てくれた。車なんてカローラしか

たが、ともかくもその車雑誌で英国洒落者列伝の連載が始まり、それを母体にして

という本ができあがった。 
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  これを日本経済新聞社の記者が見てくれた。「半年ほどファッションの話を書

いう提案を受けて、手探り状態で『モードの方程式』という連載を始めた。それから

載をまとめた本も二冊出すことができた。これを、読売新聞社（ご縁が深い）の方

学院大学でおこなわれたフォーラム「『品格』をさがして」のパネリストとして呼んでくださった

がりがあっていま、本欄でみなさまとこうして出会うことができている。 

 

 人が運んできてくれた予期せぬ仕事が新しい人との出会いを生み、その出会

い仕事に導いてくれる…。そんなふうに、人とのご縁が私の仕事人生を紡いでくれている

ャリアでは必ずしもなかったが、行き先を決める要因の半分は人さまとのご縁、

で悪くないかもしれない、とも感じている。 

院長 寺園 喜基  

BACK NUMBER  

2/3 ページ西南学院大学｜Seinan Spirit 2007 Spring

2008/11/13http://www.seinan-gu.ac.jp/spirit/no164/dear/index.html



3/3 ページ西南学院大学｜Seinan Spirit 2007 Spring

2008/11/13http://www.seinan-gu.ac.jp/spirit/no164/dear/index.html


